
　●住吉歴史資料館の刊行物●
１．本住吉神社詳誌　平成22年5月刊
２．兎原だんじり本　平成13年刊　在庫なし
３．住吉歴史年表　 平成19年刊
４．資料館だより創刊号、   第３号　在庫なし
　  資料館だより第２号
       資料館だより第４号～10号
5．資料館だより臨時増刊
　住吉谷の水車展（平成22年秋イベントの冊子資料）　　

再発見！ 兎原住　、 昔を未来へ
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平成27年（2015）5月28日発行平成27年（2015）5月28日発行

■資料館の作業日は毎週木曜日の午前中です。
　また、別途、日曜日は展示室を開館しています。（世話人会の委員の方がお世話）
■資料館の座敷ではお茶会が「菟原茶華道会」主宰で開催されます。
　平成27年は、1月18日、3月8日、5月10日、7月12日、9月13日、11月8日の各日曜日です。
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住𠮷歴史資料館ご案内

　開館の目的は、「住𠮷に住む人々が郷土を理解し、それ
を子供達に伝え、子供達も郷土に誇りを持ち、ずっと住み
続けたいと思うような町にしたい。住𠮷歴史資料館は文
化・歴史的の面からそれをお手伝いする。」ことです。
　　そのため、以下を行います。
1．本住𠮷神社横田宮司家に伝わる古文書の整理。
　   関係文書、記念物、言い伝えの収集。
2．展示物のメンテ。
　  展示室、座敷を使用しての各種展示の企画。
3．やさしい、楽しいイベントを企画して
　   みんなの地域への理解を深める。
4．「住𠮷歴史資料館だより」を通しての広報。
　   成果の発表。

お願い
広くみなさまからの情報、資料のご提供をお願い致します。
　１． 各町協議会の古い記録類、書類。旧青年団、警防団の旗  など。
２． 各お家に伝わる古い書類、絵図、古文書  など。
３． 各お家に残っている、農耕具、或いは、馬や牛が牽引する荷車（いわゆる“馬力”）の道具類などの労働具。
４． 古い写真（近所、町内、住𠮷村、武庫郡、神戸  など)、小学校の卒業アルバム、卒業証書。
５． 災害時の記録や写真。（阪神大水害、阪神大震災、昭和42年水害  など）
６． 戦時中ののぼり、腕章、たすき、或いはバッジ、記念品など。
７． だんじり、住𠮷祭の写真。（渡御、宮入、宮出し  など）
　　また、長年住𠮷に住んでおられる方々に気軽にむかし話をしていただいております。“ああ、あの人なら、住𠮷
のこと“よお知ってはる”、という方をご紹介下さい。

編集後記
　５月２８日に神戸市立住吉中学校で奈良文化財研究所埋蔵文化財センターの難波先生を迎えて、「渦森銅鐸」の
復元を記念して講演会をお願いしています。銅鐸出土地周辺は、開発により環境が一変して、出土当時どのような
場所であったのかは想像もつかなくなっています。それを何とか雰囲気だけでも感じて頂こうと資料館所蔵写真を
選び抜き昔の渦森山の景観を復元しました。
　木村先生の「ドビワリ」をめぐる争論は、米作りの基本である水をめぐる論争です。住吉川の水をめぐり、村々が争
いました。その裁定は大阪の谷町代官が行っています。
　資料館の木曜開館は７年目にはいりました。神戸大学地域連携センター、住吉の２小学校、１中学校、東灘図書館
と連携して事業をおこなっています。防災への取り組みは今年も続きます。避けられない災害ならせめて被害を局
限できるように子供たちと考えていきたいと思っています。本住吉神社の横田宮司家所蔵の古文書は江戸時代の
貴重なものですが、これの解読も進めています。いずれ、その成果をわかりやすい展示でご紹介したいと思っており
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　（M.U.記）
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再発見！ 菟原住　、 昔を未来へ

渦森銅鐸復元記念 第10号目次
住吉歴史資料館のあゆみ

渦森銅鐸と渦森山のいいつたえ

住吉各学校合同お茶会と防災総合展

住吉村誌を読むドビワリをめぐる争論

訂正とお詫び

住吉歴史資料館事業推進委員会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1ページ

住吉歴史資料館事業推進委員内田雅夫・・・2～7ページ

住吉歴史資料館事業推進委員前田康三・・・8～9ページ

神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター研究員・
住吉歴史資料館専門委員木村修二・・・・10～１1ページ

住吉歴史資料館だより編集委員・・・・・・・・・・・・・・・・・・12ページ

平成２６年１２月１５日付住吉歴史資料館だより第９号記事「住之江のだんじり」につき次の2点を訂正致します。
１.酒井清さんを兵庫地車研究会所属と記述しましたが、氏は既に退会されており、同会では、氏の功績
　を称え、現在、同会の名誉会員として遇されているとのご指摘を頂きました。
２.「各地区だんじりの歴史」については兵庫地車研究会でまとめた資料と記述しましたが、同会より、  
　 同会の制作ではありませんとのご指摘を頂きました。
茲に謹んで、不都合をお詫び致します。　　　　　　　　　 編集委員　内田雅夫（資料館事業推進委員）

住
吉
歴
史
資
料
館
の
あ
ゆ
み
住
吉
歴
史
資
料
館

事
業
推
進
委
員
会

うずがもり どう たく

訂
正
と
お
詫
び

渦 森 銅 鐸
復元記念号

も
重
要
で
す
。今
年
３
月
に
は
、『
阪
神
淡
路
大
震
災

資
料
集
Ⅰ
住
吉
の
記
憶　

住
中
と
水
』を
刊
行
し
、住

吉
の
独
自
の
復
興
手
法
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、資
料
館
の
連
携
事
業
と
し
て
、住
吉
の
３

つ
の
学
校
で
あ
る
、神
戸
市
立
住
吉
中
学
校
、住
吉

小
学
校
、渦
が
森
小
学
校
の
児
童
生
徒
た
ち
に
住

吉
町
の
歴
史
、産
業
、本
住
吉
神
社
祭
礼
な
ど
の
紹

介
を
行
っ
て
い
ま
す
。災
害
に
備
え
、各
学
校
と
連

携
し
防
災
意
識
の
普
及
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。住

吉
中
学
生
は
、「
も
し
、万
一
の
時
は
、平
日
、昼
間
で

も
地
元
で
す
ぐ
力
を
発
揮
で
き
る
集
団
は
、わ
れ

わ
れ
中
学
生
な
の
だ
」と
の
心
強
い
自
覚
を
持
っ
て

く
れ
て
お
り
ま
す
。

　

連
携
と
い
え
ば
、東
灘
図
書
館
と
は
年
４
回
の

図
書
館
玄
関
脇
の
ふ
る
さ
と
コ
ー
ナ
ー
で
の
展
示

を
開
始
し
ま
し
た
。現
在
６
月
末
ま
で
、「
住
吉
の

原
風
景
と
だ
ん
じ
り
祭
」写
真
展
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、尚
歯
会
１
０
０
回
、震
災
事

業
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
の（
絆
）の
会
な
ど
の
住
吉
学

園
の
事
業
に
も
、資
料
の
提
供
、映
画
製
作
へ
の
協

力
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

未
来
へ
向
け
、住
吉
歴
史
資
料
館
へ
の
尚
一
層
の

ご
理
解
、ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
よ
り
神
戸
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
と

連
携
覚
書
を
締
結
し
毎
木
曜
日
に
セ
ン
タ
ー
派
遣
の

専
門
委
員
の
先
生
の
指
導
に
よ
り
事
業
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

住
吉
の
子
供
た
ち
が
住
吉
の
す
ば
ら
し
さ
を

知
り
、い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い
が
原
動
力
で
、「
再
発

見
！
兎
原
住
吉
、昔
を
未
来
へ
」が
資
料
館
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

　

基
本
事
業
と
し
て
、本
住
吉
神
社
宮
司
横
田
家
に

伝
わ
る
古
文
書「
横
田
宮
司
家
文
書
」の
整
理
解
読
、

住
吉
の
歴
史
に
関
わ
る
調
査
研
究
、住
民
の
み
な
さ

ん
に
昔
の
事
を
聞
く
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。住
吉
の
歴
史
は
、一
方
で
は
災
害
の
歴
史
で
あ
り
、

大
震
災
、大
水
害
な
ど
災
害
の
聞
き
取
り
調
査
な
ど

　

資
料
館
だ
よ
り
は
今
回
で
節
目
の
10
号
と
な
り

ま
す
。創
刊
号
は
平
成
21
年
10
月
に
発
行
さ
れ
、以

来
財
団
法
人
住
𠮷
学
園
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
、

地
元
住
𠮷
に
密
着
し
た
話
題
を
提
供
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。第
10
号
は「
渦
森
銅
鐸
」復
元
記
念
号
と
し

て
お
届
け
で
き
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

住
吉
の
宝
物
で
あ
る
、重
要
文
化
財
ク
ラ
ス
の「
渦

森
銅
鐸
」を
復
元
し
、５
月
に
奈
良
文
化
財
研
究
所
の

難
波
洋
三
先
生
の
講
演
会
な
ど
、銅
鐸
デ
ビ
ュ
ー
を

企
画
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
は
資
料
館
発
足
の
永
年

の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
。

 

こ
こ
で
資
料
館
の
あ
ゆ
み
に
つ
い
て
と
り
ま
と

め
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

平
成
13
年
、本
住
吉
神
社
御
鎮
座
千
八
百
年
を
記

念
し
て
住
吉
歴
史
資
料
館
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。展

示
室
は
本
住
吉
神
社
世
話
人
会
に
よ
り
日
曜
開
館
し

復元渦森銅鐸　京都「和銅寛」製

う
ず
が
も
り









9 8

●
渦
が
森
小
学
校
の
児
童
さ
ん

展
示
に
つ
い
て

・
住
吉
宮
町
遺
跡
に
あ
る
古
墳
か
ら
、
災

害
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
と
い
う
の

が
す
ご
い
と
思
っ
た
。

・
災
害
の
恐
ろ
し
さ
と
、
『
常
ニ
備
ヘ

ヨ
』
と
い
う
言
葉
の
意
味
が
分
か
っ
て

気
を
つ
け
よ
う
と
思
っ
た
。

・
文
化
祭
の
資
料
館
展
示
見
学
は
時
間
が

な
く
、
詳
し
く
は
聞
け
な
か
っ
た
事
も
、

今
回
の
展
示
で
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で

き
て
、
改
め
て
、
災
害
に
つ
き
考
え
な

お
し
ま
し
た
。

・（
保
護
者
の
方
か
ら
）
地
域
の
災
害
や
、

そ
こ
か
ら
の
復
興
の
話
な
ど
は
、
な
か
な
か

触
れ
る
機
会
が
な
い
の
で
、
子
供
に
と
っ

て
と
て
も
良
い
時
間
だ
と
思
っ
た
。

住
𠮷
中
学
校
で
防
災
出
張
展
示

　

合
同
お
茶
会
に
際
し
て
は
、
毎
年
、
本

住
吉
神
社
世
話
人
会
の
ご
支
援
を
頂
き
、

ま
た
、
お
茶
の
指
導
は
、
「
菟
原
茶
道

会
」
の
皆
さ
ま
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

あ
つ
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
27
年
１
月
17
日
は
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
20
年
に
あ
た
り
ま
す
。
一
般
財
団

法
人
住
吉
学
園
の
20
年
事
業
「
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ

Ｎ
Ａ
（
絆
）
の
会
」
の
一
環
で
、
『
阪
神

淡
路
大
震
災
資
料
集
Ⅰ　

住
吉
の
記
憶　

住
中
と
水
』
を
発
行
し
、
住
吉
独
自
の
復

興
の
手
法
を
検
証
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
神

戸
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
の
指
導
の
下
、

住
吉
の
人
た
ち
の
震
災
復
興
に
つ
き
聞
き

取
り
調
査
を
し
て
、
そ
れ
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
資
料
集
は
引
き
続
き
刊
行
し
て

い
き
ま
す
。　

　

震
災
20
年
を
前
に
、
神
戸
市
で
は
昨
年

８
月
防
災
の
取
り
組
み
と
し
て
、
「
被
災

地
中
学
生
災
害
サ
ミ
ッ
ト
2
0
1
4 

K
O
B
E
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

資
料
館
だ
よ
り
第
９
号
で
ご
紹
介
し
ま

し
た
が
、
住
吉
中
学
校
が
神
戸
の
中
学
校

の
代
表
校
の
一
つ
に
選
ば
れ
、
東
北
地
方

や
雲
仙
長
崎
、
そ
れ
に
兵
庫
県
佐
用
、
奈

良
県
五
條
の
中
学
校
と
と
も
に
合
宿
し
、

発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
「
災
害
サ
ミ
ッ

ト
」
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
形
で
、
住
吉
歴
史

資
料
館
は
10
月
の
住
吉
中
学
校
文
化
祭
に

て
出
張
展
示
「
住
吉
の
災
害
展
」
を
行
い
、

防
災
に
つ
い
て
意
識
を
高
め
る
取
り
組
み

を
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
、
各
学
校
と
と
も
に
災
害
、

防
災
を
考
え
る
事
業
を
行
う
予
定
で
す
。

渦小御茶席。保護者さんも

渦が森小学校御茶席校長先生がお正客

●
住
吉
中
学
校
の
生
徒
さ
ん

住中。やはり中学生の貫録があります。

住吉中学校　まず、事前に説明

　

住
吉
歴
史
資
料
館
で
は
毎
年
恒
例
と

な
っ
て
お
り
ま
す
住
吉
小
学
校
・
渦
が
森

小
学
校
・
住
吉
中
学
校
の
合
同
お
茶
会
を

平
成
26
年
10
月
26
日
（日）
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
時
開
催
の
展
示
会
で
は
、
過
去
３
年

間
、
児
童
生
徒
と
一
緒
に
防
災
を
考
え
る

展
示
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
４
回
目
と
し

て
、
「
遺
跡
か
ら
わ
か
る
住
吉
の
災
害

Ⅱ
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
今
ま
で
の
、
「
防
災
と
私
た

ち
展
」
（
平
成
23
年
）
、
「
阪
神
大
震
災

と
住
吉
展
」
（
平
成
24
年
）
、
「
遺
跡
か

ら
わ
か
る
住
吉
の
災
害
展
」
（
平
成
25

年
）
を
総
合
し
た
形
で
の
展
示
で
し
た
が
、

教
訓
は
「
常
ニ
備
ヘ
ヨ
」
に
行
き
つ
き
ま

す
。
更
に
、
こ
の
言
葉
は
、
災
害
に
備
え

る
の
は
当
然
と
し
て
、
日
頃
か
ら
生
活
自

体
を
き
っ
ち
り
と
し
た
も
の
に
し
よ
う
と

い
う
意
味
も
あ
る
こ
と
を
子
供
た
ち
と
一

緒
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
お
茶
会
は
３
学
校
か
ら
、
児
童
、

生
徒
、
保
護
者
、
先
生
方
合
わ
せ
て
92
名

の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

毎
年
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
、

以
下
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

お
茶
会
に
つ
い
て

・
お
茶
の
作
法
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た

い
。

・
お
茶
会
は
楽
し
い
。

・（
保
護
者
の
方
か
ら
）
こ
う
い
う
地
域
の

取
り
組
み
に
中
学
生
が
参
加
す
る
の
は

と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

住
吉
各
学
校
合
同
お
茶
会
と
防
災
総
合
展
「
常
ニ
備
ヘ
ヨ
」

●
住
吉
小
学
校
の
児
童
さ
ん

住
吉
歴
史
資
料
館
事
業
推
進
委
員
　
　
前
田 

康
三

住吉小学校　当館委員による御茶席へ入る前の説明。

住小御茶席へはいりました。

まず、正客の校長先生へお茶を。

住小。住吉の災害展Ⅱの見学
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